
             

 [

作
者]

荻
生
双
松
（
徂
徠
）
（一
六
六
六
～
一
七
二
八
年
）
（
寛
文
六
～
享
保
十
三
）
江
戸
中
期
の
学
者
。
名
は
雙(

双)

松
。
字
は
茂
卿
、
幼
名
伝
次
郎
、
通
称
総
右

衛
門
、
本
姓
物
部
。
徂
徠
は
号
。
父
方
庵
は
将
軍
綱
吉
侍
医
。
祖
先
は
三
河
の
荻
生
の
人
で
物
部
守
屋
の
末
裔
。
徂
徠
は
幼
に
し
て
優
れ
五
歳
で
字
を
識
り

九
歳
で
詩
を
作
り
菅
公
廟
に
献
じ
た
。
十
四
歳
で
朱
子
学
の
大
意
を
会
得
、
十
七
才
で
兵
学
を
修
む
。
綱
吉
の
引
き
が
あ
っ
て
柳
沢
吉
保
の
懐
刀
と
な
る
。

吉
保
は
幕
政
を
左
右
し
て
い
た
か
ら
、
徂
徠
の
考
え
は
こ
の
時
期
の
幕
政
に
か
な
り
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
と
想
わ
れ
る
。
後
年
、
柳
沢
邸
を
出
て
学
問

研
究
に
没
頭
し
多
く
の
俊
才
を
育
て
、
著
作
の
精
を
出
し
た
。 

[

語
釈]

＊
寄
題…

そ
の
地
に
行
か
な
い
で
題
詠
す
る
こ
と
。  

 

＊
豊
公
旧
宅…

豊
臣
秀
吉
の
も
と
の
住
ま
い
。  

 

＊
絶
海…

絶
は
わ
た
る
。
海
を
ま
っ
す
ぐ
に

横
切
っ
て
渡
る
。
＊
楼
船…

船
の
上
に
櫓
を
設
け
た
船
・
幾
階
に
も
つ
く
ら
れ
た
大
き
な
船
。  

 

＊
大
明…

大
唐
・
大
元
・
大
清
な
ど
の
用
法
と 

同
じ

く
国
号
に
尊
称
を
つ
け
た
も
の
。  

 

＊
絶
海…

海
を
ま
っ
す
ぐ
に
横
切
っ
て
渡
る
。  

 

＊
柴
荊…

し
ば
や
い
ば
ら
の
雑
木
。  

 

＊
時
時
悪…

時
折

荒
れ
る
。  

 

＊
当
年…

そ
の
昔
、
そ
の
当
時
。  

 

＊
叱
咤…

烈
し
く
号
令
す
る
こ
と
。 

[

通
釈]

荒
海
を
乗
り
切
っ
て
彼
地
に
押
し
寄
せ
た
豊
太
閤
の
軍
勢
は
、
そ
の
勢
い
、
か
の
大
国
明
を
も
震
え
上
が
ら
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
根
拠
地
が
今
日 

の
よ
う
に
雑
木
生
い
茂
る
荒
野
と
な
ろ
う
と
は
、
誰
が
予
測
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
周
り
の
山
々
に
は
、
時
折
風
雨
が
荒
れ
狂
う
こ
と
も
あ
る
が
、
今
尚
太
閤

が
軍
勢
を
大
声
叱
咤
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

  
 

 
 

 

※
こ
の
詩
は
豊
臣
秀
吉
が
朝
鮮
遠
征
の
際
肥
前
名
護
屋
に
出
陣
し
て
三
軍
の
指
揮
を
取
っ
た
、
そ
の
旧
址
を
想
像
し
て
作
っ
た
も
の
。 

名護屋城


